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近年、Microsoftサービスは学校現場で活用され
ている。そのような中、課題の確認や管理の方法は
確立しておらず、不便に感じる学生が多くなってい
る。そこで本研究では、Microsoftサービスを活用し
た課題管理や通知の自動化を行うことができるシ
ステムの開発を目的とし、学生のタスク管理をはじ
めとする学校生活の支援を試みた。 表1 開発⽅法

図1課題追加 図2課題⼀覧 図3課題通知

Formsで課題予定の回答 Listsで全課題予定を確認

課題名,教科,範囲,
提出期⽇を追加

Formsによる回
答から⾃動で
Listsに追加

課題通知をTeamsで⾏う
課題の提出期⽇前
⽇にListsから収集
して投稿する

課題追加から課題の取得し投稿までの時間
の⻑さをさ短くし実⾏速度を向上させた

図4 実⾏時

・課題追加から通知までを⾃動化
学⽣の作業量を減少

・実⾏時の速度を向上させた
情報の確実性が向上

利便性の向上を⽬的とした学⽣に対するアン
ケート調査の実施。また、課題通知の視認性が低
いため、簡易的な表の⾃動作成を⾏う必要がある。
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サービスをPower 
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